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（地域における現状・課題）

（地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要）

（実践研究の成果）

【県教育委員会運営主体】
・城ノ内中等教育学校（陸上競技部、フェンシング部）
・富岡東中学校（女子バレーボール部）
・県立川島中学校（剣道部、卓球部）

小松島市
計２中学校、３部活動を地域移行
小松島市教育委員会が運営主体

○運営団体の確保       ・既存の組織・団体がない場合は、新たな組織・団体の立ち上げも検討
・単独の市町村では、運営団体・実施主体の整備が困難な場合には、近隣の市町村と連携することが有効

○指導者の確保 ・県教育委員会や学校とのつながりを継続することが重要 ・県教育委員会が設置している「運動部活動指導者人材バンク」の活用 
                              ・県のホームページ、教育通信ふれあいひろば（広報誌）、公立学校退職教員への「運動部活動指導者人材バンク」への登録依頼 
○活動場所の確保 ・中学校等の体育施設を積極的に利用するほか、小学校や高等学校、特別支援学校、廃校となった施設等の利用

・学校の施設を利用しての活動が想定されるため、施設の利用について、運営団体とのルール設定が必要 ・公的な体育施設を利用する場合、減免措置等を検討  
○受益者負担のあり方   ・学校管理外の活動であるため、受益者負担となることが原則 ・部活動を地域移行することのメリットを踏まえた、保護者への情報発信が必要
○学校の部活動数の削減及び複数顧問の配置 ○平日の学校部活動との棲み分け（大会への参加資格）（大会の運営主体）（事故等に対する責任の所在等） 

・事業設計
・運動部活動の地域移行推進協議会の開催
・運動部活動指導者人材バンク

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

実践研究

業務委託

『徳島県運動部活動の地域移行推進協議会』
・第1回（8月）・第2回（10月） ・第3回（2月）
・円滑な地域移行に向けた検討を進めるため、県及び市町村教育委員会や総合型地域
スポーツクラブ、PTA等で構成する協議会を立ち上げ、継続して意見交換等を実施 

・運営主体：徳島県教育委員会 ・活動種目：陸上競技,フェンシング,女子バレーボール,剣道,卓球
・活動場所：各中学校(中等教育学校含む)体育施設、ワークスタッフ陸上競技場
・指導者：社会人、公務員（兼職兼業）、教員（兼職兼業） ・会費等：徴収なし
・保険：スポーツ安全保険（生徒800円、指導者1,850円） ・移動手段：徒歩、自転車 等

・学校部活動は、生徒にとって、体力や技能の向上に資するだけでなく、教科学習とは異なる集団での活動を通じた人間形成の機会でもあり、多様な生徒が、いきいきと活動できる場として、重要な役
割を有していると認識している。しかしながら、中学校の運動部活動においては、少子化による部員不足に伴い、部活動の維持に悩む学校が多く、単独校では練習や大会参加が困難な事例や、小
学生のときからの活動を継続できない事例がある。
・これまで中学生がスポーツに親しむ機会は、学校が運動部活動を設置運営する形で確保されてきたが、少子化の影響や学校の働き方改革を踏まえると、現行の仕組みを維持する困難さは、今後ます
ます大きくなることが予測される。 



小松島市
（地域における現状・課題）

（地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要）

（実践研究の成果）

運営主体：小松島市教育委員会 指 導 者 ：退職教員、教員（兼職兼業）、学校用務員、県費非常勤職員
活動種目：男子新体操、ソフトテニス、バドミントン 移動手段：自転車
活動場所：各中学校体育施設、高等学校体育施設、廃校となった体育施設

「徳島県運動部活動の地域移行推進協議会』 ※小松島市は、実践研究実施団体として、参加

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

部活動における教職員の働き方改革の取組として、部活動の休部や廃部の検討、部活動指導員や支援員の配置、部活動の地域移行を実施している。各中学校の運
動部活動の全般において、指導員や支援員の配置、地域移行において、生徒や保護者、地域、教職員のニーズ、人材の確保や活動場所等の課題は多い。小松島市
における部活動改革を検討し、体制の構築を図る必要がある。

○指導者の確保 ・学校行事や生徒指導面などで学校との連携が必要 ・県教育委員会が設置している「運動部活動指導者人材バンク」の活用
○活動場所の確保 ・中学校等の体育施設を積極的に利用するほか、市営の体育施設や高等学校、廃校となった施設等の利用
         ・公的な体育施設を利用する場合、利用規約や減免措置等の改善を検討
○受益者負担のあり方 ・保護者からの理解を得ることが重要 ・部活動を地域移行することのメリットを踏まえた、保護者への情報発信が必要
○学校の部活動数の削減及び複数顧問の配置 ・学校規模に応じた、適切な部活動数の設定 ・地域スポーツクラブと連携した部活動競技の設置を検討
○平日の学校部活動との棲み分け ・休日は、地域スポーツクラブとしての活動であるため、希望参加 ・地域スポーツクラブの運営母体の設置について検討
○事故発生時の責任分担の整理 ・参加生徒及び指導者の「スポーツ安全保険」の加入 ・事故発生時の対応マニュアル等の作成
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実践研究
・小松島中学校 （男子新体操部、ソフトテニス部）

・小松島南中学校 （バドミントン部）
・運営主体
小松島市教育委員会
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業務委託
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